
作品名：

ネイチャーポジティブの実
現に向けた企業参画促進
の一手法の検討

対象地：愛知県

発 注：愛知県（環境局環境
政策部自然環境課）

事業目的：

愛知県の「あいち生物多
様性戦略2030」の重点プ
ロジェクト10のうちの一つ、

「事業者の保全活動の推
進」のため、企業等を対象
とした生物多様性認証制
度の検討を実施。

事業体制：
株式会社 プレック研究所

事業期間：
2020年６月～
２０２２年３月

図 あいち生物多様性企業認証の審査項目と特徴

愛知県では、「昆明・モントリ

オール生物多様性枠組」の検

討状況を注視しながら、国家

戦略策定に先んじて、「あいち

生物多様性戦略2030～持

続可能な社会づくりに向けて

～」を策定しています。中でも

「あいち方式2030」として、

「全ての主体がコラボレーショ

ン（協働）により生物多様性の

保全を進める」ことを目指して

います。

本業務は、ネイチャーポジティ

ブや30by30といった、生物多

様性にかかる国際的な議論や

企業の役割の重要性の高まり

を背景に、愛知県内の企業へ

のインセンティブを感じられる

施策の一手法として、生物多様

性認証制度の検討を行ったも

のです。

認証の審査項目（大項目）は、

「あいち生物多様性戦略2030」の

４つの基本方針である「豊かな生

態系をまもる」、「生息生育空間を

つなげる」、「生きものの恵みをつ

かう」、「人と自然の共生をひろめ

る」と一致させ、愛知県が目指す

「人と自然が共生するあいち」の実

現に近づくような仕組みとしました。

中でも、希少種保全や外来種駆除

活動、生態系ネットワークを形成・

保全する活動等は、充実した取組

が加点される仕組みとし、取組に

よる地域環境の保全・再生や、地

域風土や景観の形成が一層進む

よう工夫しました。

誰でも応募しやすく、かつ透明性のある制度を目指し、①申請から②審査の過程、③取組の継続の各段階において活用する、申請の手
引書、Q&A集、審査のチェックシート、取組状況報告書例等、各種書類や資料を作成しました。

ネイチャーポジティブの実現に向けた企業参画促進の一手法の検討

あいち生物多様性戦略2030

生物多様性国家戦略2023-2030
2030年に向けた目標：ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現

あいち生物多様性企業認証制度

【目的】
・戦略の10の重点プロジェクトのうちの
一つである「事業者の保全活動の推
進」を強力に推進し、社会経済活動の
大きな主体である事業者の生物多様
性保全に取り組む意欲を高める。

・事業者にとってのインセンティブを提供
し、より多くの事業者への生物多様性
保全に向けた取組の波及を目指す。

【制度の波及効果の例】
・企業緑地の整備等、生物多様性の保
全・ミティゲーションに取り組む事業者
の増加

・サプライチェーンにおける生物多様性に
関する環境負荷の低減等、事業活動に
生物多様性保全を組み込む事業者の
増加

・企業の取組の見える化により、社会全
体での行動変容に繋がること 等

株式会社 プレック研究所
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